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森林内における森林・林業体験活動等の実施における安全確保について 
 
 今般、岐阜県内の森林総合利用施設において実施した森林体験活動において、

落枝による死亡事故が発生したところである。（別添 参考１参照） 
 詳しいことは現在、調査が行われているところであるが、被害者はヘルメッ

トをかぶっていなかった事実は確認されているところ。 
 不特定多数の者が利用する森林については、平成 15 年に奥入瀬渓流遊歩道脇

で発生した落枝事故に関する判決を受けて平成 21 年 2 月 26 日付 20 林整計第

210 号「林野庁の補助事業等により民有林内に整備され、人が多数参集して樹下

に止まる場所に生立する立木の一斉点検等について」をもって立木の倒伏、折

損した幹や枝の落下による事故を防止するための一斉点検等の実施及び施設管

理者及び行事等の主催者がこうした点検を通じて森林利用者の安全確保を行う

よう指導をお願いしたところである。（別添 参考２参照） 
 森林や林業について広く国民の皆さんの理解を得るための行事において、こ

うした事故が発生したことは誠に残念なことであり、今後、貴都道府県民有林

内における森林・林業体験活動等の実施にあたっては、貴都道府県及び貴都道

府県管内の市町村、森林組合その他の民間団体等が林野庁補助事業等により整

備している民有林内施設の管理者や森林内の緑化行事等の主催団体等に対し行

事を実施する森林の事前の点検と併せて、ヘルメットなどの保護具の用意など

安全対策に関する指導を改めて徹底していただくようにお願いする。 
 
  



（参考１） 
 
森林体験で枝直撃の女児死亡 岐阜 （平成２４年１１月２６日、NHK NEWSWEB） 

 

今月１８日、岐阜県大垣市の公園の森林で、木の伐採などの体験学習に参加し、落ちて

きた枝が直撃して意識不明の重体となっていた小学１年生の女の子が、手当てを受けて

いた病院で死亡しました。 

今月１８日、岐阜県大垣市上石津町にある「かみいしづ緑の村公園」の森林で、長さ３メ

ートル、重さ５キロの杉の枝が折れて１０メートルほど落下し、下にいた市内の小学１年生、

村上絢俐さん（６）の頭に当たりました。 

警察によりますと、村上さんは意識不明の重体となって病院で手当てを受けていましたが、

２６日未明、死亡しました。 

事故があった当時、公園では小学生らを対象にした木の伐採や木工などの体験学習会

が開かれていて、村上さんはほかの参加者とともに間伐作業についての説明を受けてい

たということです。 

村上さんを含め参加者は全員、ヘルメットなどをかぶっていなかったということで、警察は、

安全管理に問題がなかったかなどについて調べています。 

 








